
改善箇所説明図 
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注：       は、装着部品を示す。 

 

 

 

基準不適合発生箇所 
運転席及び助手席シートベルトプリテンショナーにおいて、製造管理が不適切なため、点火剤が内蔵されている

チューブが損傷しているものがある。そのため、事故による展開時にシートベルトの弛みを巻き取ることができず、

乗員が過度の傷害を負うおそれがある。 

 

改善の内容 
全車両、運転席及び助手席シートベルトプリテンショナーを点検し、当該チューブが損傷しているものはシートベ

ルトアッセンブリを良品に交換する。 

識別：助手席ドアのボディ側下部、ドアヒンジボルトに黒ペイントを塗布する。 
 

 

基準不適合発生箇所 
（シートベルトプリテンショナー） 

（良好な状態） 
 
 

（損傷状態） 
 

添加剤内蔵 
チューブ 


